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安全上のご注意　     必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように
説明しています。
■	表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定される」内容
です。

■	お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。( 下記は絵表示の一例です。)

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

      警 告
■	絶対に分解したり修理・改造しない。

発火したり、異常動作して、けがをすることがあります。
●	修理は、購入先にご相談ください。

■	煙が出たり変な臭いや音がしたら、すぐに電源スイッチを切り、AC コンセントから電源プラグを抜く。
そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり感電する恐れがあります。
購入先にご相談ください。

■	本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりした場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグを抜く。
そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり感電する恐れがあります。
購入先にご相談ください。

■	付属品、消耗品の取り付け / 取り外し及びお手入れの際は、電源プラグを抜く。
感電やけがをすることがあります。

■	痛んだ電源コード・電源プラグ・ゆるんだコンセントは使用しない。
感電・ショート・発火の原因になります。

■	電源コードを破損するようなことはしない。
傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、重いものを載せたり、挟み込ん
だりしないでください。
電源コードを傷め、火災・感電の原因になります。

■	同梱の電源ケーブルは本製品専用ケーブルです。
他の製品（装置）には、ご使用になれません。

■	電源プラグを抜く時はコードを引っ張らずに必ずプラグを持って抜く。
電源コードを傷め、火災・感電の原因になります。

■	ぬれた手で電源プラグをさわらない。
ぬれた手で電源プラグを抜き差しすると、感電の原因となることがあります。

■	液体や異物などが内部に入ったら、電源スイッチを切り、AC コンセントから電源プラグを抜く。
そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。購入先にご相談くだ
さい。

　 警告
　 注意

分解禁止

電源プラグ 
を抜く

電源プラグ 
を抜く

電源プラグ 
を抜く

禁止

禁止

電源プラグ 
を抜く

禁止

接触禁止

電源プラグ 
を抜く



       注 意
■	次の場所には設置しない。 

感電、火災の原因となったり、製品やシステムに悪影響を及ぼすことがあります。
●	静電気や強い磁界が発生するところ。

　　故障の原因となります。
●	震動が発生するところ。

　　けが、故障、破損の原因となります。
●	平らでないところ。

　　転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。
●	温度・湿度がシステムのマニュアルが定めた使用環境を超える、または結露するところ。

　　故障の原因となります。
●	油、鉄分の多い所、ほこりっぽいところ。

　　故障の原因となります。
●	直射日光が当たるところ。火気の周辺、または熱気のこもるところ。

　　故障や変形の原因となります。
●	漏電や漏水の危険があるところ。

　　故障や感電の原因となります。

■	印字中や印字直後はサーマルヘッドやモータに手を触れない。
やけどをすることがあります。

■	プリンタ動作中にギヤ、ノブ等の可動部に手を触れない。
可動部に触れることにより、けがをすることがあります。

■	ティアバーに手を触れない。
けがをすることがあります。

禁止

接触禁止
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1.  開梱と設置

1-1.	開梱
付属品が全て揃っているか確認してください。

1-2.	取り扱い上の注意
１.	紙詰まりの原因になるため、感熱ロールラベル紙を使用する場合は、テンション軸、テンションフォルダおよ
びバネを取り付けないでください。

２.	プリンタ本体は、水平で安定した机上に置いてください。

３.	ＡＣラインは、ノイズを発生する他の装置（大型モ－タなど）とは分離してとるようにしてください。

４.	本体内部へクリップ、虫ピンなど異物を落とさないように注意してください。

	 故障の原因になります。

５.	本体ケ－ス表面を清掃する時は、柔らかい布に中性洗剤をつけて拭き取ってください。

６.	用紙が、セットされていない状態で印字しないでください。

	 サーマルヘッドを傷める原因となります。

７.	ロ－ル紙の紙端は、糊付け、テープ留めをしないこと。また、終端部の紙折り加工は行わないでください。

８.	印字中はカバ－を開けないでください。
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ＣＤ－ＲＯＭ

バネ

テンションホルダ

テンション軸

プリンタ本体

                 注記 2：
	 感紙詰まりの原因になるため、感熱ロールラベル紙を	
	 使用する場合は、テンション軸、テンションフォルダ	
	 およびバネを取り付けないでください。

インストシ－ト

感熱ラベルロール紙

注記 1：	
フェライトコア、ソクセンバンドの
有無は、モデルごとに異なります。



2. 外観と各部の名称

○  デュアルインターフェイスモデル

○  パラレルインターフェイス装着時 ( オプション )
○  イーサネットインターフェイス装着時 ( オプション )
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フロントカバー

フロントカバーの中央を押して
プリンタカバーを開きます。

 プリンタカバ－

用紙の交換時等に開閉します。
印字中はプリンタカバ－を開
けないでください。

 操作パネル

プリンタの状態を示すランプ、
プリンタを操作するボタンが
あります。

 電源スイッチ

プリンタの電源をＯＮ／ＯＦＦ
します。

 USB インターフェイス

ケ－ブルを介して、各種コンピュ－タ
と接続します。
ただし、RS-232 と同時に接続はでき
ません。

 RS-232 インターフェイス

ケ－ブルを介して、各種コンピュ－タ
と接続します。
ただし、USB と同時に接続はできま
せん。

 電源コネクタ

ＡＣアダプタと接続します。

 パラレルインターフェイス

ケ－ブルを介して、各種コンピュ－タ
と接続します。

 電源コネクタ

ＡＣアダプタと接続
します。

 イーサネットインターフェイス

ケ－ブルを介して、各種コンピュ－タ
と接続します。

 電源コネクタ

ＡＣアダプタと接
続します。



3. セットアップ
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3-1.　コンピュータ側インターフェイスケ－ブルの接続
3-1-1.	 ＵＳＢインターフェイスケーブル

	 コンピュータのUSBポ－トにUSBインタ－フェイスケ－ブル
を接続してください。

3-1-2.	 RS-232 インターフェイスケーブル

	 RS-232インターフェイスケーブルのプラグをコンピュータの
RS-232ポートに接続してください。

3-1-3.	 パラレルインターフェイスケーブル

	 パラレルインターフェイスケーブルのプラグをコンピュータ
のパラレルポートに接続してください。

3-1-4.	 イーサネットインターフェイスケーブル

	 イーサネットインターフェイスケーブルのプラグをコン
ピュータのイーサネットポートに接続してください。



3-2. プリンタ側インターフェイスケ－ブルの接続
プリンタケーブルはすべて別売りとなります。
プリンタを接続する前に仕様に合ったケーブルをご用意ください。
接続するシステムにより、プリンタケーブルに違いがありますので、不明な点がありましたら販売店までお問い合
わせください。
インターフェイスケーブルの接続または取り外しを行う時は、USB ケーブルの場合を除いて、必ずＡＣアダプタ
用電源ケーブルのプラグをコンセントから抜いてください。
注意：	同時に複数のケーブルを接続しないでください。

3-2-1. ＵＳＢインターフェイスケーブルの場合

電波障害防止のため、添付のフェライトコアをケーブルに取り付けてください。
取り付けは、以下の手順で行ってください。

①	 図のように USB ケーブルに添付のフェライトコアを取り付
けてください。

	 ケーブルは、ケーブル固定用フックに差し込んでください。

②	 USB インターフェイスケーブルのプラグを図のようにプリ
ンタの USB インターフェイスコネクタに挿入してください。

3-2-2. ＲＳ - ２３２インターフェイスケーブルの場合

RS-232 インターフェイスケーブルの場合には、フェライトコアを取り付ける必要はありません。
取り付けは、以下の手順で行ってください。

①	 ＡＣアダプタ用電源ケーブルのプラグをコンセントから抜
いてあることを確認してください。

②	 R S -232 インターフェイスケーブルのプラグをプリンタ背
面のプリンタ端子に接続してください。
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表示される画面はご利用の環境によって異なります。これでプリンタソフトウェアのインスト－ルは終了です。
再起動を促すメッセ－ジが表示された場合は、Windows を再起動してください。

3-2-3. パラレルインターフェイスの場合 ( オプション）

電波障害防止のため、付属品のフェライトコアをケーブルに取り付けてください。
取り付けは、以下の手順で行ってください。

①	 ＡＣアダプタ用電源ケーブルのプラグをコンセントから抜
いてあることを確認してください。

②	 図のようにパラレルインターフェイスケーブルにフェライ
トコアを取り付けてください。

③	 フェライトコアにソクセンバンドを通してください。

④	 ソクセンバンドをパラレルインターフェイスケーブルにひと
巻きして、とめてください。

	 はさみを使って、ソクセンバンドの余った部分を切り落と
してください。

⑤	 パラレルインターフェイスケーブルのプラグを、プリンタ
背面のプリンタ端子に接続し、留め金で締めてください。

フェライトコア

インターフェイス

インターフェイスケーブル

5 ｃｍ
（最大）

引いて切ってください
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3-2-4. イーサネットインターフェイスの場合 ( オプション）

電波障害防止のため、添付のフェライトコアを以下の手順でケ−ブルに取り付けてください。
10m 以下のイーサネットケーブルを使用する場合は、シールドケーブルの使用を推奨します。

①	 プリンタの電源が OFF になっていることをご確認ください。

②	 図のようにイ−サネットケ−ブルにフェライトコアを取り付けて
ください。

③	 フェライトコアにソクセンバンドを通してください。

④	 ソクセンバンドをイ−サネットケ−ブルにひと巻きして、とめ
てください。はさみを使ってソクセンバンドの余った部分を切
り落としてください。

⑤	 インタ−フェイスボ−ドのコネクタにイ−サネットケ−ブルを挿
入してください。

	

イーサネット
   ケーブル

フェライトコア

10cm
    （最大）

ソクセンバンド



3-3.	プリンタソフトウェアのインスト－ル
ここでは、添付のCD－ROMに収められているプリンタドライバとユ－ティリティソフトのインスト－ル手順につ
いて説明します。
対応するOSは、下記のWindowsです。

・ Windows 2000

・ Windows XP

・ Windows Vista

・ Windows 7

①	 コンピュータの電源をオンにし、Windowsを起動します。

②	 添付のプリンタドライバ・ユ－ティリティ CD-ROMをコン
ピュータにセットします。

③	 画面に表示される手順に従ってください。

④	 図のような画面が表示されたら、完了しましたので［OK］

	 ボタンをクリックしてください。
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3-4. ＡＣアダプタの接続
注意：	 ＡＣアダプタの接続、取り外しを行う場合は、作業を行う前に必ずプリンタおよびプリンタと接続する

全ての機器の電源スイッチをＯＦＦにしてください。その後、電源コ－ドのプラグをコンセントから外
してください。

①	 ＡＣアダプタと電源ケーブル（ＡＣアダプタ用）を接続してください。
注意：	 ＡＣアダプタと電源ケーブル（ＡＣアダプタ用）は指定の標準品を使用することを推奨します。

②	 ＡＣアダプタのケーブルコネクタをプリンタのコネクタに接続してください。
③	 電源ケーブルのプラグをＡＣ１００Ｖのコンセントに差し込んでください。
	 ● ア－ス端子と周囲のア－スから取れる金属部分（ア－ス端子のあるコンセントなど）を接続してください。

　
	 　警告
　　ガス管にア－ス線を接続すると危険です。絶対に行わないでください。

アース端子

〔お願い！〕
外す時は、ケーブルコネクタを持って引っ張ってください。
ロックが外れ、容易に取り外せます。
ケーブルを無理に引っ張るとコネクタが破損する場合が
あります。
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3-5.	電源の投入　　
3-4項に従って、電源コ－ドを接続してください。

	 プリンタの前面に設置されている電源スイッチをＯＮにし
てください。

	 ＯＮにすると、操作パネルのＰＯＷＥＲランプが点灯します。

       

電源スイッチ



3-6-1. 感熱ラベルロール紙 （はく離モード）

注意 ：
紙詰まりの原因になるため、 感熱ロールラベル紙を使用す
る場合は、 テンション軸等を取り付けないでください。

①	 ディップスイッチ 1-8 が ON（デフォルト：感熱ラベルロール紙）
であることを確認してください。ディップスイッチの設定
方法は９章をご参照ください。

②	 プリンタの電源スイッチをＯＮにして電源を投入ください。

③	 フロントカバーを下向きに押してください。
④	 外側と内側のプリンタカバーを両方開けてください。

⑤	 用紙の幅に合わせて用紙ガイドを調整してください。

⑥	 用紙の先端から 150 ｍｍ以内の範囲にあるラベルをはがし、
用紙を図のような向きにセットしてください。

⑦	 台紙の先端を手前に引き出してください。

3-6. 用紙の挿入
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⑧	 内側のカバーを閉じ、左右の端を強く押し込んでください。

⑨	 台紙の先端を後方へ折り返してください。

⑩	 図のようにプリンタカバーの両サイドを手で押して、プリ
ンタカバーを確実に閉めてください。

⑪	 台紙の先端を軽く後方へ引っ張って用紙のたるみを取って
ください。

⑫	 FEED ボタンを押して用紙の頭出しを行ってください。

注意：	 300 ｍｍ以上紙送りしてもラベルの先頭が検出
できない場合、プリンタは紙無しと判断して停
止します。

	 用紙のセットを始めからやり直してください。

⑬	 印字をすると図のようにラベルが排出され、ERROR ランプ
（赤）が点滅します。	

⑭	 ラベルを取り除いてください。ラベルが取り除かれると
ERROR ランプが消灯します。
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3-6-2. 感熱ラベルロール紙 （ティアバーモード）

注意 ：
紙詰まりの原因になるため、 感熱ロールラベル紙を使用す
る場合は、 テンション軸等を取り付けないでください。

①	 ディップスイッチ 1-8 が ON（デフォルト：感熱ラベルロール紙）
であることを確認してください。ディップスイッチの設定
方法は９章をご参照ください。

②	 プリンタの電源スイッチをＯＮにして電源を投入ください。

③	 フロントカバーを下向きに押してください。

④	 外側と内側のプリンタカバーを両方開けてください。

⑤	 用紙の幅に合わせて用紙ガイドを調整してください。

⑥	 用紙の先端から 100 ｍｍ以内の範囲にあるラベルをはがし、
用紙を図のような向きにセットしてください。
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⑦	 台紙の先端を手前に引き出してください。

⑧	 電源スイッチがＯＮになっていることを確認してください。

⑨	 台紙はそのままで外側と内側のカバーを閉じてください。
	 図のようにプリンタカバーの両サイドを手で押して、プリ

ンタカバーを確実に閉めてください。

⑩	 フロントカバーから出ている台紙部分をティアバーで
カットしてください。

⑪	 FEED ボタンを押して用紙の頭出しを行ってください。

注意：	 300 ｍｍ以上紙送りしてもラベルの先頭が検出
できない場合、プリンタは紙無しと判断して停
止します。

	 用紙のセットを始めからやり直してください。

⑫	 図のように用紙が排出されます。	
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3-6-3. 感熱ロール紙

①	 ディップスイッチ 1-8 が OFF（感熱ロール紙）であることを
確認してください。

②	 プリンタの電源スイッチをＯＮにして電源を投入ください。

③	 フロントカバーを下向きに押してください。

④	 外側と内側のプリンタカバーを両方開けてください。

⑤	 用紙の幅に合わせて用紙ガイドを調整してください。

⑥	 用紙の厚みが 65 ～ 99 μm の場合は、図のようにテンショ
ンバーをプリンタに取り付けてください。用紙の厚みが
100 ～ 150μm の場合は、テンションバーを取り付ける必
要はありません。

注意：	 テンションバーはカチッと音がするまで押し込ん
でください。
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注意：	 テンションバーを取り外す場合は、図のように
マイナスドライバー等を使って、テンションバー
の両側にあるクリップを外し、テンションバー
を取り外してください。

⑦	 用紙を図のような向きにセットしてください。

⑧	 用紙の先端を手前に引き出してください。

⑨	 用紙はそのままで外側と内側のカバーを閉じてください。
図のようにプリンタカバーの両サイドを手で押して、プリ
ンタカバーを確実に閉めてください。
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⑩	 フロントカバーから出ている用紙をカットしてくださ
い。

⑪	 FEED ボタンを押して用紙の頭出しを行ってください。

注意）	 300 ｍｍ以上紙送りしても用紙の先頭が検出で
きない場合、プリンタは紙無しと判断して停止
します。

	 用紙のセットを始めからやり直してください。

⑫	 図のように用紙が排出されます。	

警告シンボル

このシンボルのラベルは、サーマル印字ヘッドの近くに貼られています。
印刷直後は、サーマル印字ヘッドが高温になっていますので、サーマル印字ヘッドに手を触れないで
ください。

このシンボルのラベルは、サーマル印字ヘッドの近くに貼られています。
静電気の発生により、サーマル印字ヘッド中のデバイスが破壊される恐れがありますので、サーマル
印字ヘッドには直接手を触れないでください。

　　警告
１）ティアバーの刃には手をふれないでください。

・	 用紙排出口の付近にはティアバーがありますので、プリンタ動作中は勿論ですが、非動作時において
も絶対に手を触れないでください。

２）印字中および印字直後は、ヘッドおよびヘッド周りが高温になり火傷をする危険性があるため、絶対に手
を触れないでください。
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　　注意

１）印字中にフロントカバーの中央を押して、プリンタカバ－を開けないでください。
２）プリンタカバ－を手で押さえた状態で、フロントカバーの中央を押さないでください。
３）プリンタカバ－を閉じた状態での紙の引き抜きは行わないでください。
４）サ－マルヘッドの発熱体およびドライバ－ＩＣの部分は破損しやすいため、金属やサンドぺ－パ－等を接

触させないでください。
５）ヘッドの発熱体部分を手で触れると、汚れが原因で印字品質が低下する場合があります。
	 ヘッドの発熱体部分には手を触れないようにしてください。
６）サ－マルヘッドは静電気によりドライバ－ＩＣ等が破壊する恐れがあります。
	 直接手で触れないでください。
７）推奨感熱紙以外を使用すると、印字品質やサ－マルヘッドの寿命を保証できない場合があります。特に

感熱紙の成分に [Na+、K+、Cl － ] が含まれますと、サ－マルヘッドの寿命が著しく低下する場合があり
ますので注意してください。

８）	 結露等によりヘッド表面に水分が付着した状態での印字は行わないでください。
９） 用紙幅を変更するとサーマルヘッドの寿命と印字品質を著しく低下させますので、用紙幅の変更は行わない

でください。
10）	 感熱ラベルロール紙を使用した後に感熱ロール紙へ切り替えて使用しますと、サーマルヘッドの劣化や粘

着剤のカスのために印字品質が悪くなる場合があります。
11）	 短いラベルの場合ラベルがはがれ易いので、はく離したラベルが排出口から離れた位置に置かれる場合が

あります。コマンド、メモリースイッチやプリンタドライバで印字速度を落としてください。尚、コマン
ドとメモリ－スイッチについては別冊の「製品仕様書」を参照してください。またプリンタドライバのに
ついては CD － ROM 内のソフトウェアマニュアルを参照してください。。
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ロ－ル紙については、以下のものを使用してください。
用紙仕様の最新の情報は以下の URL をご参照ください。
　　　http://www.star-m.jp/dl/dl02.htm

4-1.　感熱ラベルロール紙

・ 	 台紙幅： 		  45 ± 0.5 (mm) ～ 112±0.5 (mm)

・	 紙厚： 		  190 μ m 以下

・	 ロール紙外形寸法
	 　巻径： 			   最大ロ－ル径φ 110 (mm)
	 　幅（巻上がり寸法）： 	 45 ± 0.5 (mm) ～ 112±0.5 (mm)

・ 	 軸芯内径／外径	：		 軸芯内径φ２５. ４±1mm/ 軸芯外径 φ ３２±1mm 　　　　

・	 ラベルロール紙仕上がり状態：
	 ラベルロール紙の仕上がり状態は、以下の条件を厳守してください。

	 １）ラベル紙（感熱紙）の発色面は、ロール外側とすること。

	 ２）ラベルロール紙の端面より軸芯がはみ出さないこと。

	 ３）ラベルロール紙終端は糊付け、テープ留めをしないこと。また、終端部の紙折り加工は行わないこと。

	 ４）ラベルロール紙の巻きほぐれのないこと。

	 ５）ラベルロール紙の外径、および軸芯の変形がないこと。

・	 推奨ラベル紙：	

　　　印字濃度／印字速度の設定
　　　紙種および紙厚により印字濃度と印字速度の設定をする必要があります。
　　　設定の詳細については、ご購入先にご確認ください。

4. 用紙仕様

メーカー 製品名

n

印字濃度の設定値

n

印字速度の設定値

リンテック LD2114 3（デフォルト） 2
〃 LD3330 2 0（デフォルト）
〃 LD3180 1 0（デフォルト）
〃 LD9102 0 0（デフォルト）
〃 LD5530 0 2

王子タック GS75/P22/G6W 2 0（デフォルト）
リコー 150LA-1 3（デフォルト） 0（デフォルト）

メーカー 製品名 品質特性・用途 厚さ（μｍ） 粘着タイプ
基材 セパレータ 総厚

リンテック LD2114 ハンディ用、高感度 65 50 115 強粘着
〃 LD3330 物流用、高感度 87 65 152 強粘着
〃 LD3180 物流用、高感度 82 65 147 弱粘着
〃 LD9102 擬似接着サーマル 117 65 182 強粘着
〃 LD5530 計量用、高感度 85 65 150 強粘着

王子タック GS75/P22/G6W 高感度 80 60 140 強粘着
リコー 150LA-1 食品用、高感度 － － － 強粘着
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・ 	 推奨ラベル紙仕様：
	 下記の条件を満たす用紙をお使いください。 

・	 有効印字範囲：
	 ラベル紙の印字可能領域は以下の通りです。
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（2.5以上（左マージン）） （2.5以上（右マージン））103（有効印字幅：フォントＡの場合68桁）

有効印字幅

41～108 （ラベル幅）0.5

45～112 （台紙幅）0.5

単位：mm



・	 ブラックマーク仕様
１）ブラックマークピッチ
	 ブラックマークピッチＡは、36 ～ 304 ｍｍの範囲で設定してください。

２）	 ブラックマーク寸法
	 印刷されるブラックマークの寸法は、下記のブラックマーク推奨ラベル紙仕様を参照して設定してくだ

さい。

３）	 ＰＣＳ値
	 印刷されるブラックマークのＰＣＳ値は 0.90 以上としてください。

注意：	 ブラックマークのＰＣＳ値が、上記仕様を満たさない場合には、ページをスキップする不具合や
ページ長さ検出不良が発生することがあります。

４）	 下マージン
	 印字範囲後端から次に印刷されているブラックマークまでの下マージンを充分にとってください。
	 下マージンが、充分に取られていない場合には、ページをスキップする不具合が発生することがあります。
	 印刷範囲の設定値は、ブラックマークのピッチを超えないようにしてください。
	 下マージンは、ブラックマークピッチの印刷精度、印字頭出し精度（基準印字位置に対して ±2 ｍｍ）、

プリンタの設置環境温度、部品の摩耗量等を考慮して設定する必要があります。
	 下記の下マージンを確実にとって印刷範囲の設定を行うことを推奨します。
　　　下マージン（寸法Ｂ）　≧　３ｍｍ　＋　（寸法Ａ × ３％）

５）	 ブラックマーク推奨ラベル紙仕様
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６）	 ブラックマーク仕様におけるラベル紙使用時の有効印字範囲
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有効印字幅

41～108 （ラベル幅）0.5

45～112 （台紙幅）0.5

単位：mm



4-2.　感熱ロール紙

・ 	 紙幅： 		  45 ± 0.5 (mm) ～ 112±0.5 (mm)
・	 紙厚： 		  65( μｍ）～ 150( μｍ）
・	 ロール紙外形寸法
	 　巻径： 			   最大ロ－ル径φ 110 (mm)
	 　幅（巻上がり寸法）： 	 45 ± 0.5 (mm) ～ 112 ±0.5 (mm)
・ 	 軸芯内径／外径	：		 （１）65 μｍ　≦　用紙厚さ　≦　75μ ｍの場合

				    軸芯内径φ１２± 1/ 軸芯外径φ１８± 1　または
				    軸芯内径φ２５. ４± 1mm/ 軸芯外径 φ ３２±1mm

				    （２）76 μｍ　≦　用紙厚さ　≦　150μ ｍの場合
				    軸芯内径φ２５. ４± 1mm/ 軸芯外径 φ ３２±1mm 　　　　

・	 ロール紙仕上がり状態：
	 ロール紙の仕上がり状態は、以下の条件を厳守してください。

	 １）感熱ロール紙の発色面は、ロール外側とすること。

	 ２）感熱ロール紙の端面より軸芯がはみ出さないこと。

	 ３）感熱ロール紙終端は糊付け、テープ留めはしないこと。また、終端部の紙折り加工は行わないこと。

	 ４）感熱ロール紙の巻きほぐれのないこと。

	 ５）感熱ロール紙の外径、および軸芯の変形がないこと。

・	 推奨感熱紙：

　　　印字濃度／印字速度の設定
　　　紙種および紙厚により印字濃度と印字速度の設定をする必要があります。
　　　設定の詳細については、ご購入先にご確認ください。	

	 メーカー		  製品名		  品質特性・用途	 紙厚	 印字濃度の設定値	 印字速度の設定値
							       （μｍ）	 ｎ	 ｎ
	 三菱製紙	 P220AG	 ノーマルタイプ	 65	 3（デフォルト）	 0（デフォルト）	
	 　　		  PB670/PB770	 ２色タイプ　赤黒 / 青黒	 87	 3（デフォルト）	 0（デフォルト）
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5-1.	操作パネル

①ＰＯＷＥＲランプ（緑）
　オンライン状態のとき、点灯します。

②ＥＲＲＯＲランプ（赤）
　ＰＯＷＥＲランプとの組合せにより、エラ－の内容を表示し
　ます。

③ＦＥＥＤボタン
　オンライン状態のとき、FEED ボタンを押すと紙送りをします。

5-2.	エラ－表示

１）	復帰するエラ－

	 エラ－の内容	 POWER ランプ	 ERROR ランプ	 復帰条件
	 ヘッド高温検知エラ－	 点滅 (0.5 秒 )	 消灯	 ヘッド温度の低下により自動復帰
	 カバ－オ－プンエラ－	 点灯	 点灯	 プリンタカバ－を閉めた後、FEED ボタンを
				    押す
	 ラベル / ブラックマーク	 点灯	 点滅 (0.5 秒 )	 ラベル用紙またはブラックマーク用紙交換	
	 又は紙なし検出エラー			   後、FEED ボタンを押す
	 ラベルページエラー	 点灯	 点滅 (1 秒 )	 ラベル用紙交換はまたは送信データ変更
	 はく離 ( ピーラー ) センサーエラー	 点灯	 点滅 (0.125 秒 )	 剥離したラベルを排除する

２）	復帰不可能なエラ－
	 エラ－の内容	 POWER ランプ	 ERROR ランプ	 復帰条件
	 ヘッドサ－ミスタエラ－	 消灯	 点滅 (1.5 秒 )	 復帰不可能
	 電源電圧エラ－	 消灯	 点滅 (2 秒 )	 復帰不可能
	 ＥＥＰＲＯＭエラ－	 消灯	 点滅 (0.75 秒 )	 復帰不可能
	 Flash アクセスエラ－	 消灯	 点滅 (0.5 秒 )	 復帰不可能
	 ＳＲＡＭエラ－	 消灯	 点滅 (1 秒 )	 復帰不可能

注意１）　復帰不可能なエラ－が発生した場合は、できるだけ早く電源をＯＦＦにしてください。
　　２）　復帰不可能なエラ－が発生した場合は、修理を依頼してください。

5. 表示部と各種機能
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③ FEED ボタン

② ERROR ランプ（赤）

① POWER ランプ（緑）



5-3.	自己印字
5-3-1.　テスト印字

	 感熱ラベルロール紙または感熱ロール紙をプリンタへセットしてください。
	 FEED ボタンを押しながら電源をＯＮにしてください。
	 テスト印字を行います。Ver.No.、ディップスイッチの状態、メモリスイッチの状態等の順で印字します。
	

5-3-2.　HEX ダンプモード

	 感熱ロール紙をプリンタへセットしてください。
	 カバーオープンの状態で、FEED ボタンを押しながら電源を ON にしてください。
	 カバーを閉じると *** HEX DUMP PRINTING *** と印字して HEX ダンプモードにはいります。
	 コンピュータからプリンタへ送られる全ての信号を 16 進コ－ドで印字しますので、作成したプロ
	 グラムを介しプリンタへ送っているコントロールコードが正しいかどうか調べることができます。
	 最後の行のデータが１行分に満たない場合は、FEED ボタンを押すことにより印字します。
	 このモードを解除する時は、電源を一度切ってください。
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5-4. センサーの調整
このプリンタには 3 つの用紙センサーが装備されています。

A. ラベル紙透過型センサー

ラベル紙の台紙の有無を検出します。

ラベル紙の台紙の厚さや色によって影響されるため、ご
使用のラベル紙によっては調整が必要な場合があります。

B. ラベル紙反射型センサー

用紙の有無とブラックマークの有無を検出します。

C. ラベル紙はく離センサー

はく離されたラベル紙の有無を検出します。

5-4-1.　ラベル紙透過型センサーセンサーの調整

①	 ラベル紙透過型センサー部にラベル紙の台紙をセットしてプリ
ンタカバーを閉めてください。  ラベル紙透過型センサー部にラ
ベル部分ではなく台紙がセットされている必要があります。

②	 プリンタの電源をＯＦＦにしてください。（安全のため、コン
セントから電源ケーブルのプラグを抜いてください。）

③ ネジを外し、プリンタ底のディップスイッチのフタを外して
ください。

④ センサー調整モードを有効にするため、先の細いものを使っ
て、ディップスイッチを下記のようにしてください。

DSW1-4=OFF, DSW1-5=ON, DSW1-6=ON, DSW1-7=ON

⑤ プリンタに電源を入れてください。操作パネル上の 2 つの
ランプが点滅してセンサー調整モードに入ったことを知ら
せます。

A
発光部

C

B

A
受光部

123456781234

VR3

OFF

ON

DIP Switch 1DIP Switch 2
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⑥点滅後、2 つのランプが点灯した場合は、調整がされておりますので、調整の必要がありません。
⑦ ＥＲＲＯＲランプとＰＯＷＥＲランプの両方が点灯していない場合は、プラスチィック製のマイナスドライバー

等を使用して、ボリューム VR3 を回して、ＥＲＲＯＲランプとＰＯＷＥＲランプの両方が点灯する位置に調整
してください。調整できれば⑩に進んでください。

⑧ 調整できない場合は、ＦＥＥＤボタンを押してください。操作パネル上の 2 つのランプが点滅して、センサー
の発光量のレベルが 1 ステップ変更したことを知らせます。次に⑦と同様にボリューム VR3 を回して、ＥＲＲ
ＯＲランプとＰＯＷＥＲランプの両方が点灯する位置に調整してください。調整できれば⑩に進んでください。

⑨ 調整できない場合は、さらにＦＥＥＤボタンを押してください。操作パネル上の 2 つのランプが点滅して、セ
ンサーの発光量のレベルが 1 ステップ変更したことを知らせます。次に⑦と同様にボリューム VR3 を回して、
ＥＲＲＯＲランプとＰＯＷＥＲランプの両方が点灯する位置に調整してください。調整できれば⑩に進んでく
ださい。　調整できない場合は、修理を依頼してください。

⑩ 電源スイッチをＯＦＦにしてください。
⑪ ディップスイッチ SW1-4 をＯＮにしてください。
⑫ ディップスイッチ SW1-5、SW1-6、SW1-7 を元の状態に戻してください。

なお、センサー発光量のレベルは、下図のように 1 ステップづつ変わります。

5-4-2.　反射型センサーの調整

①	 反射型センサー部に用紙をセットしてプリンタカバーを閉め
てください。用紙は、感熱ラベルロール紙でも感熱ロール紙
でもかまいませんが、ブラックマークがある場合はブラック
マーク部を避けてセットしてください。

②	 プリンタの電源をＯＦＦにしてください。（安全のため、コン
セントから電源ケーブルのプラグを抜いてください。）

③ ネジを外し、プリンタ底のディップスイッチのフタを外して
ください。

④ センサー調整モードを有効にするため、先の細いものを使っ
て、ディップスイッチを下記のようにしてください。

DSW1-4=OFF, DSW1-5=ON, DSW1-6=ON, DSW1-7=ON

⑤ ＦＥＥＤボタンを押しながら、プリンタに電源を入れてくだ
さい。操作パネル上の 2 つのランプが点滅してセンサー調
整モードに入ったことを知らせますので、点滅したらボタ
ンを離してください。

Level 2
(Default)

Level 3
1 step

Level 1
1 step

1 step

123456781234

VR2

OFF

ON

DIP Switch 1DIP Switch 2
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5-4-3.　ラベル紙はく離センサーの調整

①	 プリンタから用紙を取り外し、はく離センサー付近に用紙が
ないことを確認してプリンタカバーを閉めてください。 

②	 プリンタの電源をＯＦＦにしてください。（安全のため、コン
セントから電源ケーブルのプラグを抜いてください。）

③ ネジを外し、プリンタ底のディップスイッチのフタを外して
ください。

④ センサー調整モードを有効にするため、先の細いものを使っ
て、ディップスイッチを下記のようにしてください。

　DSW1-4=OFF, DSW1-5=OFF, DSW1-6=ON, DSW1-7=ON

⑤ プリンタに電源を入れてください。操作パネル上の 2 つの
ランプが点滅してセンサー調整モードに入ったことを知ら
せます。

⑥点滅後、2 つのランプが点灯した場合は、調整がされておりますので、調整の必要がありません。⑧ にすすん
でください。

⑦ ＥＲＲＯＲランプとＰＯＷＥＲランプの両方が点灯していない場合は、ボリューム VR2 を回して、ＥＲＲＯＲ
ランプとＰＯＷＥＲランプの両方が点灯する位置に調整してください。調整できない場合は、修理を依頼して
ください。

⑧ 電源スイッチをＯＦＦにして、ディップスイッチ SW1-4 をＯＮにしてください。
⑨ ディップスイッチ SW1-5、SW1-6、SW1-7 を元の状態に戻してください。

123456781234

VR1

OFF

ON

DIP Switch 1DIP Switch 2

⑥ 点滅後、ボリューム VR1 を反時計回りに回し切ってください。ＰＯＷＥＲランプが点灯していれば、調整完了
です。⑧にすすんでください。ＥＲＲＯＲランプは、点灯しても消灯していてもどちらでも構いません。

⑦ ＰＯＷＥＲランプが点灯していない場合は、ボリューム VR1 を回して、ＥＲＲＯＲランプとＰＯＷＥＲランプ
の両方が点灯する位置に調整してください。調整できれば、⑧にすすんでください。調整できない場合は、修
理を依頼してください。

⑧ 電源スイッチをＯＦＦにして、ディップスイッチ SW1-4 をＯＮにしてください。
⑨ ディップスイッチ SW1-5、SW1-6、SW1-7 を元の状態に戻してください。
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6. 紙詰まりの予防と除去方法

6-1.	紙詰まりの予防
印字中および排出中は、用紙に手を触れないでください。
排出中に手で抑えたり、引っ張ったりすると紙詰まりや改行不良の原因になります。

6-2.	紙詰まりの除去方法
紙詰まりが発生した場合には、以下の手順で用紙を除去してください。

	 ①	 電源スイッチをＯＦＦにして、プリンタの電源を切ります。　

	 ②	 フロントカバーを押して、プリンタカバ－を開いてください。

	 ③	 詰まった用紙を取り除いてください。

注意：	用紙を取り除く時はプリンタを破損しないように注意してください。
		  特にサ－マルヘッドは破損しやすい部品ですので、触れないように注意してください。

	 ④	 用紙を真っ直ぐにセットして、プリンタカバ－を静かに閉じてください。

注意１：	用紙は真っ直ぐにセットしてください。用紙が斜行したままプリンタカバ－を閉じると紙詰まり 
および紙無しエラ－等の原因になります。

　　２：	プリンタカバ－はカバ－の両サイドを押してロックしてください。中央部を押してロックすると、
ロックが不完全になる場合があります。

	 ロックが不完全な場合、印字動作が行われないことがあります。
	 ⑤	 電源スイッチをＯＮにしてプリンタの電源を投入してください。

	 　 	 また、この時にＥＲＲＯＲランプが消灯していることを確認してください。

注意：	ＥＲＲＯＲランプが点灯中は印字命令等を受付けませんので、プリンタカバ－は確実にロックして
ください。
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紙粉やラベル紙の粘着剤のカス等により、印字した文字が部分的に出なくなることがあります。
これらを予防除去するために、定期的に清掃を行ってください。
清掃は１ヵ月に１度または２０万行印字毎を目安に行ってください。

7-1.	サ－マルヘッドおよびアースカナグの清掃　
図のようにオプションのヘッドクリーナーを使用して、サ－マルヘッドの汚れを除去してください。
ヘッドクリーナーの代わりに、アルコール溶剤（エタノール、メタノール、イソプロピルアルコール）を含ませた
綿棒や柔らかい布で除去しても良いです。
清掃は以下の手順で行ってください。

①	 電源スイッチを OFF にして、プリンタの電源を切ってくだ
さい。

②	 フロントカバーを押して、プリンタカバーを開いてください。

③	 ヘッドクリーナーでサーマルヘッド表面にたまっている黒
色状の紙粉をふき取ってください。

④	 サーマルヘッドの上にあるアースカナグに付着した紙粉も
ヘッドクリーナーでふき取ってください。

注意１：	サ－マルヘッドが高温になっている印字動作直後は、サ－マルヘッドの清掃は行わないでください。
　　２：	サ－マルヘッドの清掃の際、静電気によるヘッドの破壊等のトラブルの危険性がありますので、静電気

には注意してください。
　　３：	電源はアルコ－ルが完全に乾いた後でＯＮにしてください。

7-2.	プリンタカバー、ペーバーガイドおよび剥離センサーの清掃
下図の部分の紙粉や糊カスをアルコール溶剤（エタノール、メタノール、イソプロピルアルコール）を含ませた綿
棒や柔らかい布で除去してください。

7. 定期清掃
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アースカナグ

サーマルヘッド

ハクリセンホルダのリブ

ペーパーガイドのリブ

リブの上

ヘッドクリーナー



8-1.	一般仕様
１）	 印字方式	 ：	 ダイレクトラインサ－マル印字方式（感熱方式）
２）	 印字速度	 ：	 最大 150 mm/ 秒
３）ドット密度	：	 8 ドット / mm（203 dpi）
４）	 印字領域	 ：	 最大 104 mm
５）	 用紙仕様	 ：	 詳細は４章の感熱紙仕様を参照してください。
			   紙幅	：44.5 ± 0.5 ～ 111.5±0.5mm（感熱ロール紙）
	                                    43±0.5 ～ 110±0.5 mm（感熱ラベルロール紙）
			   巻径	：最大ロ－ル径 φ 110 mm
６）	 外形寸法	 ：	 幅 約 180 mm ×奥行き 約 213 mm× 高さ 約 157 mm
７）	 重　　量	 ：	 約 2 Kg （I/F ボード、ロール紙および付属品を含まず）
８）	 騒　　音	 ：	 動作時　約 57 dB

8. 仕　様

8-2.	インタ－フェイス
Ｉ / Ｆカード方式で選択可能
○	 デュアル：		  RS-232	 D-SUB 9 ピン
			   USB		  USB type-B コネクタ
○	 パラレル（オプション：型番 IFBD-HC03）
			   アンフェノール 36 ピン
			   IEEE1284 準拠（Compatibility モード、Nibble モード）
○   イ−サネット（オプション：型番 IFBD-HE05）
			   IEEE802.3 準拠　RJ45 コネクタ
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8-3.	電源仕様
１）入力電圧	：	 AC100 ～ 240V　50/60 Hz　
２）出力電圧	：	 DC24V ± 10％
３）消費電流	： 	 （ at DC24V、常温）
	 待機時	 約 0.1 Ａ
	 ASCII 連続印字時	 平均約 2.0 Ａ
	 100% デューティ連続印字時（ベタ印字）	 ピーク約 10.0 Ａ
	 （連続ベタ印字は、10 秒以内としてください）	 平均約 5.0 Ａ

4）電源コネクタピン配列

	 ピン番号	 機能
	 1	 +24V
	 2	 GND
	 3	 N.C
	 Shell	 フレーム GND

注意：	 オプションのＡＣアダプタ（PS60A シリーズ）を使用しないで、ユーザー側で電源を用意する場合は、
	 以下の点に注意してください。
	 ・供給電源としては、DC24V ± 10％  2.0 Ａ以上のものを使用してください。
	 　（実使用の印字率に対応した電流容量の電源を選定してください。）
	 ・ 供給電源は SELV 出力であり、かつ LPS(LimitedPowerSource) または Class2 に準拠したものを使用

　してください。
	 ・ プリンタを設置する場所のノイズ環境を考慮し、使用者側で静電気許容度、ＡＣラインノイズ等の
	 　電源対策をしてください。

8-4.	環境仕様
 温度、湿度

１）	 動作時
	 温度： 　5℃～ 45℃
	 湿度： 　10%RH ～ 90%RH（非結露）

２）	 保存時（ロ－ル紙を除く）

	 温度：　 -20℃～ 60℃
	 湿度：　 10%RH ～ 90%RH（非結露）
	 ※但し、高温高湿については 40℃ 90%RH（非結露）の組み合わせを最悪値とします。

1

2
3
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8-5.	信頼性仕様		
１）寿命　機械体：1500 万行
	 　　 ヘッド　　　　：1 億パルス、100Km( ヘッド平均抵抗値変化率 ±15% 以下 )
	 　	　　　　　　　　　
　　＜条件＞
　　　平均印字率　　12.5%
　　　印字濃度標準設定（モノクロ印字モード）

２）ＭＣＢＦ：3700 万行
	 MCBF の定義は機械体の寿命である 1500 万行に至るまでの偶発故障、磨耗故障を含めた総合的な故障間隔
	 とする。
	 ※  機械体の寿命はあくまで 1500 万行であり、MCBF3700 万行は耐用寿命を表すものではない。
	 ※	上記、信頼性仕様は全て推奨感熱紙を使用した場合の数値であり、推奨感熱紙以外の紙においては、信頼性
　　　の保証はできません。
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プリンタの底部に２個のディップスイッチがあり、次ページの表のように各種設定ができます。
設定を変更する場合は、次の手順で行ってください。

①	 プリンタの電源がＯＦＦであることを確認してください。

②	 ネジを外し、プリンタ底のディップスイッチのフタを外してください。

③	 先の細いものを使って、ディップスイッチの設定をしてください。

④	 ディップスイッチのフタを取り付け、ネジで固定してください。

注記）新しい設定は、プリンタの電源をＯＮにした時から有効になります。

9. ディップスイッチの設定
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ディップスイッチ１ディップスイッチ２
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OFF
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ディップスイッチ１ ディップスイッチ２

	 スイッチ 1-1	 スイッチ 1-2		  エミュレーション
	 ＯＮ	 ＯＮ	 ＳＴＡＲ　Ｌｉｎｅ　Ｍｏｄｅ
	 ＯＦＦ	 ＯＮ	 ＳＴＡＲ　Ｐａｇｅ　Ｍｏｄｅ
	 ＯＮ	 ＯＦＦ	 （予約）
	 ＯＦＦ	 ＯＦＦ	 （予約）	

9-1.		 パラレルインターフェイス（オプション）

■　ディップスイッチ１

工場出荷時の設定は全てＯＮ

エミュレーション

注記：
*1）感熱ロール紙の場合は、反射方検出器のみです。
*2）感熱ラベルロール紙の場合、はく離モードとティアバーモード（はく離を使用しない）の２種類のモードが
　　ありますが、これらは自動的に認識されます。

■　ディップスイッチ２

工場出荷時の設定は全てＯＮ

	 スイッチ		  内　　容		  ＯＮ		  ＯＦＦ
	 2-1			 
	 2-2		  －
	 2-3			 

ＯＮ固定

	 2-4					   

	 スイッチ		  内　　容		  ＯＮ		  ＯＦＦ
	 1-1	 エミュレーション		 （下表参照）
	 1-2	
	 1-3	 予約		  ＯＮ固定
	 1-4	 センサ調整モード		 有効		  無効
	 1-5	 INIT 信号 (Pin #31) によるリセット	 有効		  無効
	 1-6	 BUSY 条件		  受信バッファフル、オフライン	 受信バッファフル
	 1-7	 感熱ラベル紙の検出器の選択（*1）	 透過型検出器		  反射型検出器
	 1-8	 用紙の選択（*2）		  感熱ラベルロール紙	 感熱ロール紙			 
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9-2.		 デュアルインターフェイス
＜デュアルインターフェイスモード切替について＞
デュアルインターフェイスは、RS-232 インターフェイスと USB インターフェイスを接続することが可能です。
しかし同時に RS-232 インターフェイスと USB インターフェイスを接続することはできません。
プリンタは電源投入時、RS-232 インターフェイスで起動します。
その後、コンピュータに接続された USB ケーブルがデュアルインターフェイスに接続されている場合、自動的に
USB インターフェイスに切り替わります。
ただし、コンピュータの電源が OFF の状態で USB ケーブルが接続されていても、自動的に USB インターフェイス
接続へは切り替わりません。
また一度 USB 接続を認識した以降は、USB ケーブルを抜いてもプリンタの電源を OFF するまでプリンタは USB に
接続されていると認識し続けます。

9-2-1.　USB インターフェイス

■　ディップスイッチ１

工場出荷時の設定は全てＯＮ

エミュレーション

注記：
*1）感熱ロール紙の場合は、反射方検出器のみです。
*2）感熱ラベルロール紙の場合、はく離モードとティアバーモード（はく離を使用しない）の２種類のモードが
　　ありますが、これらは自動的に認識されます。

■　ディップスイッチ２

工場出荷時の設定は全てＯＮ

	 スイッチ 1-1	 スイッチ 1-2		  エミュレーション
	 ＯＮ	 ＯＮ	 ＳＴＡＲ　Ｌｉｎｅ　Ｍｏｄｅ
	 ＯＦＦ	 ＯＮ	 ＳＴＡＲ　Ｐａｇｅ　Ｍｏｄｅ
	 ＯＮ	 ＯＦＦ	 （予約）
	 ＯＦＦ	 ＯＦＦ	 （予約）	

ディップスイッチ１ ディップスイッチ２

	 スイッチ		  内　　容		  ＯＮ		  ＯＦＦ
	 2-1			 
	 2-2		  －
	 2-3			 

ＯＮ固定

	 2-4					   

	 スイッチ		  内　　容		  ＯＮ		  ＯＦＦ
	 1-1	 エミュレーション		 （下表参照）
	 1-2	
	 1-3	 予約		  ＯＮ固定
	 1-4	 センサ調整モード		 有効		  無効
	 1-5	 USB モード		  プリンタクラス	 ベンダークラス
	 1-6	 BUSY 条件		  受信バッファフル、オフライン	 受信バッファフル
	 1-7	 感熱ラベル紙の検出器の選択（*1）	 透過型検出器		  反射型検出器
	 1-8	 用紙の選択（*2）		  感熱ラベルロール紙	 感熱ロール紙			 



9-2-2.　RS-232 インターフェイス

■　ディップスイッチ１

工場出荷時の設定は全てＯＮ

エミュレーション

注記：
*1）感熱ロール紙の場合は、反射方検出器のみです。
*2）感熱ラベルロール紙の場合、はく離モードとティアバーモード（はく離を使用しない）の２種類のモードが
　　ありますが、これらは自動的に認識されます。

■　ディップスイッチ２

工場出荷時の設定は全てＯＮ

ディップスイッチ１ ディップスイッチ２
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	 スイッチ 1-1	 スイッチ 1-2		  エミュレーション
	 ＯＮ	 ＯＮ	 ＳＴＡＲ　Ｌｉｎｅ　Ｍｏｄｅ
	 ＯＦＦ	 ＯＮ	 ＳＴＡＲ　Ｐａｇｅ　Ｍｏｄｅ
	 ＯＮ	 ＯＦＦ	 （予約）
	 ＯＦＦ	 ＯＦＦ	 （予約）	

	 スイッチ		  内　　容		  ＯＮ		  ＯＦＦ
	 2-1			 
	 2-2		  －
	 2-3			 

ＯＮ固定

	 2-4					   

	 スイッチ		  内　　容		  ＯＮ		  ＯＦＦ
	 1-1	 エミュレーション		 （下表参照）
	 1-2	
	 1-3	 予約		  ＯＮ固定
	 1-4	 センサ調整モード		 有効		  無効
	 1-5	 予約		  ＯＮ固定
	 1-6	 BUSY 条件		  受信バッファフル、オフライン	 受信バッファフル
	 1-7	 感熱ラベル紙の検出器の選択（*1）	 透過型検出器		  反射型検出器
	 1-8	 用紙の選択（*2）		  感熱ラベルロール紙	 感熱ロール紙			 



■　ディップスイッチ 3

ディップスイッチ３の設定を変更する場合は、下記のようにしてください。
①	 プリンタとコンピュータの両方の電源がＯＦＦであることを確認してください。
②	 ２本のネジを取り外してください。
③	 デュアルインターフェイスカードを抜いて、取り外してください。
④	 デュアルインターフェイスカード上のディップスイッチ３の設定を変えてください。
⑤	 デュアルインターフェイスカードを差し込んでください。
⑥	 ２本のネジを取り付けてください。
⑦	 プリンタとコンピュータの両方の電源をＯＮにしてください。

注記）新しい設定は、プリンタの電源をＯＮにした時から有効になります。

ボーレートの選択

工場出荷時の設定は、3-1= ＯＦＦ、3-2= ＯＦＦ、3-7= ＯＦＦ、3-8= ＯＦＦ、他は全てＯＮ
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ディップスイッチ３

ディップスイッチ３

	 スイッチ		  内　　容		  ＯＮ		  ＯＦＦ
	 3-1	 ボーレート		  （下表参照）
	 3-2	
	 3-3	 データ長		  ８ビット		  ７ビット
	 3-4	 パリティチェック		 無効		  有効
	 3-5	 パリティ選択		  奇数		  偶数
	 3-6	 ハンドシェイク		  ＤＴＲ		  ＸＯＮ／ＸＯＦＦ
	 3-7	 予約		  ＯＦＦ固定
	 3-8					   

	 スイッチ 3-1	 スイッチ 3-2	 ボーレート
	 ＯＮ	 ＯＮ	 9600	BPS
	 ＯＦＦ	 ＯＮ	 4800	BPS
	 ＯＮ	 ＯＦＦ	 19200	BPS
	 ＯＦＦ	 ＯＦＦ	 38400	BPS	
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9-3.		 イーサネットインターフェイス（オプション）

■　ディップスイッチ１

工場出荷時の設定は全てＯＮ

エミュレーション

注記：
*1）感熱ロール紙の場合は、反射方検出器のみです。
*2）感熱ラベルロール紙の場合、はく離モードとティアバーモード（はく離を使用しない）の２種類のモードが
　　ありますが、これらは自動的に認識されます。

■　ディップスイッチ２

工場出荷時の設定は全てＯＮ

ディップスイッチ１ ディップスイッチ２

	 スイッチ 1-1	 スイッチ 1-2		  エミュレーション
	 ＯＮ	 ＯＮ	 ＳＴＡＲ　Ｌｉｎｅ　Ｍｏｄｅ
	 ＯＦＦ	 ＯＮ	 ＳＴＡＲ　Ｐａｇｅ　Ｍｏｄｅ
	 ＯＮ	 ＯＦＦ	 （予約）
	 ＯＦＦ	 ＯＦＦ	 （予約）	

	 スイッチ		  内　　容		  ＯＮ		  ＯＦＦ
	 2-1			 
	 2-2		  －
	 2-3			 

ＯＮ固定

	 2-4					   

	 スイッチ		  内　　容		  ＯＮ		  ＯＦＦ
	 1-1	 エミュレーション		 （下表参照）
	 1-2	
	 1-3	 予約		  ＯＮ固定
	 1-4	 センサ調整モード		 有効		  無効
	 1-5	 予約		  ＯＮ固定
	 1-6	 BUSY 条件		  受信バッファフル、オフライン	 受信バッファフル
	 1-7	 感熱ラベル紙の検出器の選択（*1）	 透過型検出器		  反射型検出器
	 1-8	 用紙の選択（*2）		  感熱ラベルロール紙	 感熱ロール紙			 
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■初期化の設定
	 設定情報を初期化する場合は、プッシュスイッチを以下のよ

うにしてください。
	 通常動作中状態にて、プッシュスイッチを１秒～５秒の間、

押してください。
	 緑色と赤色の LED が規則的な点滅状態となります。
	 この状態からさらにもう一度短くプッシュスイッチを押す

と、赤・緑色の両方の LED が消灯状態となり、イーサネット
インターフェイスの設定が工場出荷時の設定に戻ります。

	 イ−サネットインタ−フェイスの初期化が終了した後、自動
的にプリンタにリブートがかかります。

■ＬＥＤの表示

	 緑色 LED............ 接続先を 100BASE-TX と認識したとき点灯
	 赤色 LED............ パケットを受信したとき点灯

プッシュスイッチ

LED



10. パラレルインターフェイス

この双方向パラレルインターフェイスは、IEEE1284 コンパチビリティモード、ニブルモードに対応しています。
詳細は別冊の「製品仕様書」を参照してください。

各モードにおけるコネクタ信号表

	 ピン No.	 入出力	 コンパチビリティイモード	 ニブルモード
	 1	 In	 nStrobe	 HostClk
	 2	 In/Out	 Data0	 Data0
	 3	 In/Out	 Data1	 Data1
	 4	 In/Out	 Data2	 Data2
	 5	 In/Out	 Data3	 Data3
	 6	 In/Out	 Data4	 Data4
	 7	 In/Out	 Data5	 Data5
	 8	 In/Out	 Data6	 Data6
	 9	 In/Out	 Data7	 Data7
	 10	 Out	 nAck	 PtrClk
	 11	 Out	 Busy	 PtrBusy/Data3,7
	 12	 Out	 PError	 AckDataReq/Data2,6
	 13	 Out	 Select	 Xflag/Data1,5
	 14		  －	 HostBusy
	 15		  －	 －
	 16		  Signal GND	 Signal GND
	 17		  Frame GND	 Frame GND
	 18	 Out	 +5V	 +5V
	 19 ～ 30		  Twisted Pair Return	 Twisted Pair Return
	 31	 In	 nInit	 nInit
	 32	 Out	 nFault	 nDataAvail/Data0,4
	 33		  EXT GND	 －		
	 34		  Compulsion	 －	
	 35		  －	 －		
	 36	 In	 nSelectIn	 1284Active

注記１）	 信号の最初の “ｎ” はＬｏｗアクティブ信号を示します。
	 上記信号線が１つでも無いホストにおいては、双方向通信はできません。
　　２）	 インターフェイスに際して各信号線は必ずツイストペア線を利用し、リターン
	 側を Signal GND レベルに接続してください。
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Amphenol 57-30360
コネクタに準拠



11-1.	 RS-232 インターフェイス
11-1-1.　インターフェイス仕様

①	 データ転送形式	 非同期式シリアルインターフェイス
②	 データ転送レート	 4800、9600、19200、38400 bps
		  （ディｯプスイッチにより選択可能）
③	 データ	 １スタートビット
		  ７または８データビット（ディップスイッチにより選択可能）
		  奇数、偶数またはパリティなし（ディップスイッチにより選択可能）
		  １ストップビット
④	 信号極性	 RS-232
		  マーク ＝論理「１」	 （－３V ～－ 15V）
		  スペース ＝論理「０」	 （＋３V ～＋ 15V）

11. デュアルインターフェイス

11-1-2.　コネクタと信号名

RS-232

	 ピン番号	 信号名	 方 向		  機　　　能
	 －	 FG	 －	 フレームグランド
	 1	 N.C	 －	 未使用				  
	 2	 RXD	 IN	 受信データ
	 3	 TXD	 OUT	 送信データ
	 4	 DTR	 OUT	 データ端末レディ信号（SPACE：プリンタが受信可能）
				    １）ＤＴＲモードの場合
				    　プリンタが受信可能な時、SPACE
				    ２）ＸＯＮ／ＸＯＦＦモードの場合
				    　以下の場合を除き常に SPACE
				    　１．リセット後、通信可能となるまでの間
				    　２.　テスト印字中
	 5	 SG	 －	 シグナルグランド
	 6	 DSR	 IN	 この信号の状態は確認しない
	 7	 RTS	 OUT	 常に SPACE（受信可能）
	 8	 CTS	 IN	 ＤＳＲと同じ
	 9	 N.C	 －	 未使用
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D-sub9ピン



11-1-3.　インターフェイスの接続

コンピュータのインターフェイス仕様を参照して、インターフェイスの接続を行ってください。
下記に代表的な接続方法を示します。

11-2.	 USB インターフェイス

11-2-1.　USB ファンクション

①	 全体仕様 ：		  ＵＳＢ 2.0 仕様に準拠

②	 通信速度 ：		  ＵＳＢフルスピードモード（12 Ｍｂｐｓ）

③	 通信方式 ：		  ＵＳＢバルク転送モード

④	 電源仕様：		  ＵＳＢ自己電源ファンクション

11-2-2.　コネクタ

ＵＳＢアップストリームコネクタ（ＵＳＢ  ｔｙｐｅ－Ｂ）
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　① 通信仕様
	 全体仕様　　　：　IEEE802.3 準拠
	 通信メディア　：　10 Base-T / 100 Base-TX
	 通信速度　　　：　10Mbps / 100 Mbps
	 対応プロトコル：　TCP/IP
	 TCP/IP 詳細　  ：　ARP,  RARP,  BOOTP,  DHCP,  LPR,  #9100,  HTTP,  TELNET,  FTP
　② コネクタ
	 RJ-45（8 ピンモジュラー）

注記 ）

管理者権限のログインパスワード工場出荷時設定

本製品の設定値を変更する場合には、HTTP(WEB)、TELNET、FTP のいずれかのプロトコルを利用しま
すが、その際、本製品に対して管理者権限を持つアカウントでログインする必要があります。
HTTP(WEB)、TELNET、FTP における管理者アカウント情報は下記の通りです。

	 管理者アカウント名	 “root”（必須）

	 パスワード	 “public”（必須）

	 　※ パスワードはログイン後に変更が可能です。

12. イーサネットインターフェイス



13. メモリースイッチの設定

メモリ－スイッチの内容は、工場出荷時に機種ごとに適した設定が書き込まれています。
設定内容によっては、プリンタが正常に動作しない場合もありますので注意してください。
尚、メモリ－スイッチの機能および設定方法については別冊の「製品仕様書」を参照してください。

工場出荷時の設定は、以下の通りです。

	 メモリースイッチ	 16 進コード	
	 #0	 0010	
	 #1	 0000	
	 #2	 0000	
	 #3	 0000	
	 #4	 0000	
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